
2025.5.113 122025.5.1

■
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
支
援

事
業
費
補
助
金
　

　
　
　
　
　
３
１
２
０
万
円

　
新
規
就
農
希
望
者
に
対
し

て
、
施
設
き
ゅ
う
り
栽
培
の

実
践
研
修
の
ハ
ウ
ス
１
棟
分

の
建
設
を
黒
潮
町
農
業
公
社

に
補
助
し
支
援
す
る
も
の
。

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金

　
　
　
　
　
１
４
０
４
万
円

　
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
ア
ナ
グ
マ
等
合
計

で
１
９
０
４
頭
分
を
計
上
。

令
和
６
年
度
の
捕
獲
実
績
が

突
出
し
た
数
字
だ
っ
た
た
め
、

１
割
程
度
減
少
を
見
込
ん
だ

予
算
と
し
た
。

■
省
エ
ネ
家
電
買
替
補
助
　

　
　
　
　
　
４
１
６
６
万
円

　
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、

空
調
家
電
、
給
湯
器
の
買
い

替
え
や
新
規
設
置
に
対
す
る

補
助
を
計
画
す
る
も
の
。

　
　
令
和
７
年
度
の
募
集
時

期
や
件
数
、
令
和
６
年
度
の

実
績
は
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
５
月

中
旬
に
募
集
開
始
を
目
標
に

１
２
０
件
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
実
績
は
、

給
湯
器
が
22
件
、
空
調
機
が

48
件
、
補
助
率
は
３
分
の
２

で
約
３
３
０
０
万
円
の
補
助

実
績
。

■
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
金

　
　
　
　
　
７
１
５
２
万
円

　
個
人
向
け
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
設
置
補
助
で
、
約
50
件
程

度
を
見
込
ん
だ
も
の
。

●
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計

　
　
　
18
億
２
８
４
１
万
円

　
高
齢
者
補
聴
器
購
入
補
助

金
を
創
設
。
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
被
保
険
者
で
非
課
税

世
帯
の
方
を
対
象
と
し
、
補

助
率
は
本
体
購
入
に
対
し
て

２
分
の
１
。
補
助
上
限
は
５

万
円
。
１
人
に
つ
き
１
回
ま

で
申
請
が
可
能
で
、
申
請
内

容
や
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
中
。
　

●
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
16
億
８
１
２
６
万
円

　
令
和
５
年
度
に
が
ん
治
療

等
に
高
額
の
医
療
費
が
か
か

り
、
令
和
６
年
度
に
約
５
億

円
増
の
予
算
計
上
を
し
た
が
、

令
和
６
年
度
は
歳
出
が
例
年

通
り
に
戻
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
例
年
と
同
程
度
の
見
込

み
と
し
て
予
算
計
上
し
た
。

●
令
和
７
年
度
水
道
事
業
特

別
会
計

　
　
　
２
億
９
７
６
１
万
円

　
上
川
口
浄
水
場
急
速
ろ
過

施
設
は
令
和
８
年
３
月
完
成

に
向
け
て
、
今
年
度
も
工
事

を
継
続
す
る
。

　
　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
る

と
、
今
後
、
水
道
料
の
値
上

げ
の
検
討
も
必
要
な
時
期
か

と
考
え
る
が
、
検
討
は
し
て

い
く
か
。

　
　
令
和
７
年
度
、
経
営
戦

略
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
れ

を
も
と
に
水
道
審
議
会
に
諮

問
し
て
い
く
。
そ
の
答
申
を

も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

　
料
金
改
定
は
令
和
９
年
度

ご
ろ
に
な
る
予
定
。

●
集
会
所
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
小
黒
ノ
川
集
会
所
の
移
転

新
築
に
伴
い
、
町
立
集
会
所

と
し
て
条
例
に
追
加
す
る
も

の
。

非
課
税
世
帯
高
齢
者

補
聴
器
購
入
補
助
へ

前
年
度
比
５
億
２
２

０
０
万
円
減
に

●
令
和
７
年
度

　
一
般
会
計
予
算

完
成
し
た
小
黒
ノ
川
集
会
所

新
規
就
農
者
支
援

省
エ
ネ
家
電
設
置
補

助 

今
年
度
も
実
施
へ

小
黒
ノ
川
集
会
所
完
成

工
事
中
の
現
場
（
中
央
奥
）

(

令
和
７
年
４
月
、

　
　
　
　
　
上
川
口
浄
水
場)

り
、
議
会
改
革
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
の
検
討
議
論

を
十
分
に
尽
く
さ
な
い
ま
ま

決
め
る
こ
と
は
、
時
期
尚
早

と
考
え
て
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
住
民
の
多

　
　
　
　
　
　
様
な
意
見
に

　
　
　
　
　
　
議
員
が
耳
を

　
　
　
　
　
　
傾
け
て
、
代

弁
す
る
の
が
議
員
の
仕
事
で
、

定
数
減
は
そ
れ
ら
が
弱
く
な

り
住
民
の
力
が
衰
え
て
く
る

た
め
、
す
べ
き
で
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
事

な
議
案
は
、
議
会
の
本
会
議

の
場
で
意
見
を
言
う
の
で
は

な
く
、
少
な
く
て
も
全
員
協

議
会
で
少
数
意
見
も
出
し

合
っ
て
協
議
、
議
論
す
る
こ

と
が
大
事
だ
が
、
こ
の
過
程

が
、
抜
け
て
い
た
。

　
い
ろ
ん
な
場
で
少
数
意
見

も
大
事
に
さ
れ
る
、
そ
う
い

う
町
政
を
進
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
の
で
、
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
定
数
削
減

　
　
　
　
　
　
が
監
視
機
能

　
　
　
　
　
　
の
低
下
に
つ

　
　
　
　
　
　
な
が
る
の
は
、

他
市
町
村
で
も
話
を
聞
く
。

　
単
年
度
予
算
で
標
準
財
政

規
模
の
２
倍
を
上
回
る
状
況

の
中
、
定
数
削
減
を
す
べ
き

か
も
疑
問
だ
。

　
こ
の
度
の
議
会
運
営
委
員

会
の
調
査
報
告
を
読
む
と
、

住
民
か
ら
も
、
定
数
は
減
ら

さ
な
い
方
が
い
い
と
い
う
声

も
多
く
あ
っ
た
と
思
う
。

　
今
回
は
見
送
っ
て
、
全
員

協
議
会
な
ど
、
議
員
全
員
で

議
論
す
る
場
が
必
要
と
考
え
、

反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
私
は
、
議

　
　
　
　
　
　
会
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　
会
の
委
員
と

　
　
　
　
　
　
し
て
、
町
内

全
域
を
回
っ
て
き
た
が
、
町

民
の
方
か
ら
は
、
逆
に
今
の

ま
ま
で
行
く
べ
き
と
の
声
が

多
か
っ
た
印
象
が
強
い
。

　
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と

し
て
も
、
こ
の
１
０
０
億
を

超
え
る
予
算
を
12
名
の
議
員

で
は
、
十
分
で
な
い
と
思
う
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
定
数
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
今

は
そ
の
時
期
で
は
な
く
時
期

尚
早
だ
と
考
え
て
反
対
す
る
。

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
14
人

か
ら
２
人
削
減
し
、
次
の
一

般
選
挙
か
ら
12
人
と
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
町
民
の
関
心
も
高

く
、
意
見
交
換
会
で
も
多
数

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　
今
後
の
黒
潮
町
の
人
口
減

少
や
社
会
の
変
化
を
考
慮
す

る
と
、
議
員
定
数
の
削
減
は

必
然
的
な
対
応
だ
と
考
え
る

も
の
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
議
員
は
、

　
　
　
　
　
　
町
民
の
多
様

　
　
　
　
　
　
な
意
見
を
よ

　
　
　
　
　
　
り
正
確
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、

議
員
の
人
数
が
減
れ
ば
少
数

意
見
が
届
き
に
く
く
な
る
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
等
の

人
数
が
減
る
こ
と
は
、
審
査

能
力
や
住
民
の
意
見
の
適
正

な
反
映
が
難
し
く
な
る
。

　
加
え
て
、
会
議
体
を
つ
く

●
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　 

山
本
久
夫

　
　
　
　
　
　
賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
依
伸

　
　
　
　
　
　
　
澳
本
哲
也

　
　
　
　
　
　
　
濱
村
美
香

　
こ
の
改
正
は
、
議
員
の
定

数
を
14
人
か
ら
12
人
に
改
め

る
も
の
。

　
ま
た
、
施
行
日
を
次
の
一

般
選
挙
か
ら
と
し
、
経
過
措

置
と
し
て
現
在
の
任
期
が
終

わ
る
ま
で
の
議
員
定
数
は
、

現
行
の
14
人
と
し
て
い
る
。

　
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
６
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
議
会
か
ら

付
託
を
受
け
た
議
会
運
営
委

員
会
が
、
令
和
６
年
11
月
ま

で
調
査
を
実
施
し
、
令
和
６

年
12
月
定
例
議
会
に
、
そ
の

調
査
結
果
を
報
告
し
調
査
を

完
了
し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
議
員
定
数

●
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　
　
　
　
　
　
提
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　
小
松
孝
年

　
　
　
　
　
　
賛
成
議
員

　
　
　
　
　
　
　
青
木
浩
明

　
地
方
議
会
議
員
の
個
人

が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
と

請
負
契
約
を
締
結
で
き
な
い

こ
と
は
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
要
因
の
一
つ
で
は
と
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
各
会
計
年
度
に
お
い
て
、

政
令
で
定
め
る
一
定
の
金
額

と
し
て
、
３
０
０
万
円
ま
で

は
議
員
個
人
に
よ
る
当
該
地

方
公
共
団
体
と
の
請
負
契
約

の
締
結
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
町
と

請
負
契
約
の
締
結
を
し
た
場

合
の
請
負
状
況
の
透
明
性
確

保
の
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
、
同
会
計
年
度
に
て

の
請
負
か
ら
適
用
す
る
も

の
。　
　
　
　
可
決
（
全
員
）

議
員
と
地
方
公
共
団

体
の
請
負
契
約 

可
に

議
員
定
数
２
名
減

　
14
名
か
ら
12
名
に

議
員
提
出
議
案

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

討
　
論


